
「魔女の家」「恐怖体感 呪怨」などの探索ホラーが好きな人

1人

主人公が、閉じ込められた屋敷で起きた事件の真相を解明し、脱出する



各事件は特定のアイテムを収集し、かつ所定の操作（蝋燭に火を灯すなど）をすることで究明
となる。事件の中で究明しなければならない事件が5つあり、5つの事件を究明すると、隠され
た事件が発生する。6つ目の事件に気づき、6つ全ての事件を究明した場合、究明エンドとなる
5つまでの場合、脱出エンドとなる

明示的なゲームオーバーはないが、探索は懐中電灯の電池が持続している間のみ、可能で、探
索中に電池が切れてしまうと、究明している事件に関するアイテムを失い、もう一度同じ事件
を究明しなければならない.



マップを作成中
本作で取り上げる事件に関する詳細の決定



本ゲームは事件に関する証拠品を収集する探索フェイズと、収集した証拠品をもとにアイテム
を組み合わせるなどの究明フェイズに分かれる
探索フェイズでは一般的なFPSの操作であるwasdキーによる前後左右移動、マウスによる視点
移動
究明フェイズは所定の場所に入ると自動で開始される

画面に取得したアイテムタブが表示され、マウスでアイテムの出し入れとテーブルの上で配置
を変えることができる



・番庄智也
①プランナー
②レベルデザイン、進行管理、シナリオ、プログラミング

・趙恩明
①プランナー
②モデリング
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ジャンル: 探索型「意味怖」ホラー
プラットフォーム: PC
対象ユーザー層: 
「魔女の家」「恐怖体感呪怨」などの探索ホラーが好きな人
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